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研究成果報告書概要 
 

１ 学校法人名     学校法人 専修大学        ２ 大学名       専修大学        

 

３ 研究組織名     専修大学社会知性開発研究センター／心理科学研究センター         

 

４ プロジェクト所在地       神奈川県川崎市多摩区東三田 2-1-1                  

 

５ 研究プロジェクト名       融合的心理科学の創成：心の連続性を探る              

 

６ 研究観点             研究拠点を形成する研究                         

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

長田 洋和 人間科学部 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  17 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

長田  洋和  人間科学部 
教授 心理疫学からの心理科学理論の検証 【研究代表者】  

心理疫学に基づく実証分析からの提言  

大久保 街亜 人間科学部 
教授 

心的不適応に対する認知心理学的ア

プローチ 
【事務局長】  
心的不適応の実証的検討と心理モデルの提案  

澤  幸 祐 人間科学部 
教授 

条件づけ学習理論のベイジアンネッ

トワークによる再評価 
【研究推進責任者】 
融合的心理科学における行動学的基盤の解明  

岡村  陽子  人間科学部 
教授 

社会機能訓練の心理リハビリテーシ

ョン 
社会機能訓練の心理支援モデルの提案  

下斗米  淳  人間科学部 
教授 

自己発達・変容過程から見た社会的相

互作用 
社会的相互作用分析に基づく心理モデルの提案  

高田  夏子  人間科学部 
教授 

幼児・児童の心的不適応への深層心理

学的アプローチ 
幼児・児童に対する心理援助の実践的評価 

村 松  励 人間科学部 
教授 

犯罪・矯正心理学への心理科学理論の

応用 
矯正場面における心理的支援の提言 

山上  精次  人間科学部 
教授 身体化への認知発達的アプローチ 認知発達的検討に基づく心理モデルの提案 

吉田  弘道  人間科学部 
教授 子育てを中心とした心理支援 子育て支援に対する提言と実践的評価 

1 
 



（様式 2） 
 

法人番号 131039 
プロジェクト番号 S1101013 

 

石金 浩史 人間科学部 
准教授 

神経科学的手法による知覚メカニズ

ムの解明 
電気生理学的手法を用いた実証的検証 

岡田 謙介 人間科学部 
准教授 ベイズ統計学の理論と応用 融合的心理科学のための統計学的基盤 

国里 愛彦 人間科学部 
准教授 臨床心理学への計算論的アプローチ 計算論に基づく臨床実践の提案 

中 沢  仁 人間科学部 
准教授 知覚の計算論的基礎 知覚の計算理論の提案と実証的解析 

久方 瑠美 人間科学部 
助教 

視覚情報処理における神経科学的基

礎 視覚情報処理への計算論的アプローチ 

藤岡 新治 人間科学部 
特任教授 

心理査定のための心理科学理論の応

用 
融合的心理科学へのエヴィデンスの提供 

乾  吉 佑 専修大学 
名誉教授 

精神分析的アプローチによる実践的

心理援助 
心理支援モデルの実践的評価 

長谷川 寿一 東京大学大学院  
教授 

発達障害に対する進化心理学的アプ

ローチ 
進化心理学的考察に基づく心理モデルの提案  

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 
 
■研究者の追加 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の 
所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

－ 専修大学 講師 国里 愛彦 計算論に基づく臨床実践の提案 

 （追加の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 
 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の 
所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

－ 専修大学 助教 久方 瑠美 視覚情報処理への計算論的アプローチ 

 （追加の時期：平成 27 年 6 月 1 日） 
 
■職位の変更 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の 
所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

専修大学 准教授 専修大学 教授 長田 洋和 【研究代表者】  
心理疫学に基づく実証分析からの提言 

専修大学 講師 専修大学 准教授 岡田 謙介 融合的心理科学のための統計学的基盤 

 （変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 
 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の 
所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

専修大学 教授 専修大学 名誉教授  乾 吉佑 心理支援モデルの実践的評価 

 （変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 
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変更前の所属・職名 変更（就任）後の 

所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

専修大学 准教授 専修大学 教授 大久保 街亜 
【事務局長】  

心的不適応の実証的検討と心理モデルの提案 

専修大学 准教授 専修大学 教授 澤 幸祐 
【研究推進責任者】 

融合的心理科学における行動学的基盤の解明 
 （変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 

 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の 

所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

専修大学 准教授 専修大学 教授 岡村 陽子 社会機能訓練の心理支援モデルの提案 

専修大学 准教授 専修大学 教授 高田 夏子 幼児・児童に対する心理援助の実践的評価  

専修大学 講師 専修大学 准教授 国里 愛彦 計算論に基づく臨床実践の提案 

専修大学 教授 専修大学 特任教授  藤岡 新治 融合的心理科学へのエヴィデンスの提供 

 （変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 
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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

【研究の目的・意義】 

 細分化された諸領域の再統合は，21 世紀の科学全体が抱える問題であり，心理学においても決して例外ではな

い。殊，心理学は「心」を多面的に科学する学問であるが故，他の諸学問領域との融合ばかりが先行してきた。こ

の問題意識を念頭に置き，本研究プロジェクトでは，ヒト・動物といった研究対象，基礎・応用といった研究領域

にとらわれずに心理学の諸領域を融合し，境界を越えた融合的心理科学の創成，および「心の連続性」の解明を目

指す。それにあたり，統計モデルの作成・選択・予測という流れを統一的に扱うことができるベイズ統計学や，進

化心理学の観点を導入する。また，大規模な心理疫学調査によって得られるデータをこれにあてはめることで，現

代日本が抱える「こころの病」に対する臨床像を把握する。さらに，ベイズ的手法によって選択されたモデルを踏

まえ，ヒトや動物を用いた基礎心理学的・神経科学的研究を行い，得られた知見を臨床現場で検討することによっ

て，基礎と応用を接続することを目的とする。本研究は，融合的心理科学の創成という戦略的研究としての意義に

加え，より一貫した心理学の研究・教育へつながり，心理学の発展に大きく寄与することが期待できる。 

【研究計画の概要】 

 1 年次は，進化論的・適応的視点を導入し，融合的心理科学の創成にふさわしい新たな手法の策定と，領域横断

的な複数の仮説･モデルの生成を行う。2 年次には大規模な疫学調査により現代日本の臨床像の実態を把握し，その

データに基づいてモデルを構築する。モデルの評価においてベイズ的手法に基づいたモデル選択を行う。また，先

年度に開発・改良した手法を用いて，ヒトならびに動物を対象とした基礎研究を行う。3 年次では，得られたモデ

ルに基づいた新たな予測を検討し，ヒト・動物の両面から実験的検討や調査研究を行うことでモデルの検証を行う。

4 年次では，実証的方法に基づいたモデルの評価を行うとともに，特に心理的不適応の心的モデルについては可能

な限り実践的評価も併せて行い，モデルの修正や進化的適応環境などの観点からの検討を加える。最終年次では，

研究の成果に基づき新たに融合的心理科学を提案する。 

 

（２）研究組織 

  本プロジェクトは，専修大学人間科学部心理学科の教員を中心に構成される。同一の学科に所属しているため，

日常的にも接点が多く，円滑なコミュニケーションのもと研究活動を行ってきた。また，専修大学の教員に加え，

心理学各領域の「融合」をベイズ統計学と進化心理学の観点から目指すため，日本に進化心理学を導入し，現在も

ベイズ統計学の手法を用い言語の進化について先進的な研究を行うなど精力的な活動を行ってきた東京大学大学

院教授・長谷川寿一氏を客員研究員として迎え、総勢 17 名のプロジェクトとして活動した。加えて本学の大学院

生ら 5 名をポスト・ドクターおよびリサーチ・アシスタントとして採用し，それぞれが研究員の指導の下，実験補

助やデータ整理などの研究補助をはじめ，積極的に論文執筆・学会発表等を行い，プロジェクトの研究に寄与した。 

 この研究組織を支えるため，専修大学では本学の全学的な研究開発機関である社会知性開発研究センターの中に

「心理科学研究センター」を創設した。社会知性開発研究センターは，専修大学の 21 世紀ビジョンである「社会

知性の開発」を目的に，学長直属の研究開発機関として設立されたものであり，その中で「心理科学研究センター」

は，融合的な心理科学の創成を通じて社会知性を開発するという目的を担っている。 

 心理科学研究センター内には研究代表者，事務局長，研究推進者という 3 つの役職を設け，さらに専属の事務ス

タッフを配属し，研究員が研究に邁進できる環境を用意した。研究代表は，研究・運営全体の統括を担当した。そ

して，研究代表者，事務局長，研究推進者と事務スタッフが，緊密な連絡を保てるよう，定期的に「心理科学研究

センター事務局会議」を開催し，本研究プロジェクトの進捗状況を点検し，各種調整や諸問題への対応を行った。

また，多くのプロジェクトメンバーが同一学科に在籍するという特色を活かし，学科会議などの場で研究の進捗状
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況や事務連絡などを随時報告し，緊密な関係を保つ体制をとることができた。加えて，心理科学研究センターの研

究進捗状況は，学長が統括する「社会知性開発研究センター運営委員会」において報告され，心理科学を専門とし

ない研究者からも評価を受けることができる体制で活動を行った。 

 

（３）研究施設・設備等 

【主な研究施設】 
 社会知性開発研究センター（生田校舎 6 号館 1 階） 面積：121 ㎡ 使用者数：17 名 
 心理学実験室（生田校舎 4 号館 3 階・4 階）  面積：1,100 ㎡ 使用者数：17 名 
 心理教育相談室（生田校舎 11 号館 1 階）  面積：238 ㎡ 使用者数： 7 名 

【主な研究装置・設備】 
 脳波測定用シールドルーム （ヒト生理実験用，1988 年） 利用時間数：週 20 時間 
 行動観察カメラシステム （ヒト行動観察用，2004 年） 利用時間数：週  4 時間 
 脳波計 （ヒト生理実験用，2007 年） 利用時間数：週 20 時間 
 多細胞活動電位同時記録用増幅器 （動物電気生理実験用，2009 年） 利用時間数：週 20 時間 
 超純水製造装置 （動物電気生理実験用，2010 年） 利用時間数：週 20 時間 
 オペラント装置 （動物行動実験用，2010 年） 利用時間数：週 20 時間 
 マルチパッチクランプ電気生理実験装置（電気生理心理学実験用，2011 年） 利用時間数：週 20 時間 
 眼球運動測定装置 （ヒト知覚実験用，2012 年） 利用時間数：週 5 時間 
 筋電位・皮膚電位測定装置 （ヒト情動実験用，2013 年） 利用時間数：週 20 時間 
 事象関連電位測定装置 （ヒト生理実験用，2013 年） 利用時間数：週 20 時間 

 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

【平成 23 年度】 

  初年度は，融合的心理科学の創成を目指すにあたり，実証科学である心理学の特性を考え，方法論の徹底的な再

検討を行い，新たな方法の提案や既存の方法の改良を行った。 

 ⅰ．方法論・研究手法の検討と提案 

  方法論の検討における最大の成果として，心理統計の新しいあり方の提案である「伝えるための心理統計：効果

量・信頼区間・検定力」*1 を上梓した。この書籍では，帰無仮説検定に対する代替アプローチを提案した。具体的

には効果量，信頼区間，検定力を重視する手法を取り上げた。帰無仮説検定はあらゆる心理学で用いられる伝統的

なデータ解析アプローチであり，その問題点を解決する代替案を提案することで心理学諸領域に重大な貢献ができ

ると考える。また，ベイズ統計学に基づく新たな手法の提案も行った。効果量，信頼区間，検定力を重視するアプ

ローチは，海外でこそ取り入れられるようになってきたが，日本ではまだ普及が進んでいない。この書籍の出版に

あたっては，論文の解析手法に対する文献学的調査を行い，日本の現状を再確認した。また，その成果については，

第 2 回シンポジウム「心理学における効果の大きさとばらつき」*2 でも取り上げ，著者である大久保研究員および

岡田研究員が成果発表を行った。 

  加えて，ベイズ統計学のアイデアを用い，心理学における伝統的な多変量解析の手法について新たな分析法の提

案を行った。具体的には，心理学研究で多用される多次元尺度構成法にベイズ推定を用いることが提案された。こ

の成果は，心理測定法の専門学術誌である Behaviometrika に掲載された。*3 

  また，古典的条件づけや随伴性判断研究の手法について，種々のパラメータの設定や刺激提示方法の詳細につい

てまとめた。*4 この成果には澤研究員と RA 栗原が執筆者として名を連ねており，本プロジェクトが教育的な効果

ももたらしていることを裏付けている。 

  さらに，心理疫学やパッチクランプ法，オペラントチャンバーの使用法，フリーソフトウエアを使用したコンピ
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ュータによる行動実験や統計解析法など，既存の研究手法についても批判的な再検討を行い，その成果を「心理科

学研究センター年報 第 1 号（平成 24 年 3 月刊行）」*5 に「融合的心理科学における測定」としてまとめた。 

  方法論の再検討を行い，初年度から書籍や査読付きの論文を出版できたことは，新たな方法の提案や既存の方法

の改良が当初の計画通り達成できたことを示唆する。特に「伝えるための心理統計」*1 の出版やシンポジウム「心

理学における効果の大きさとばらつき」*2 の開催を受け，国内の心理学関連諸学会から，岡田研究員と大久保研究

員に講演やシンポジウム開催の依頼が相次いだ。これは本プロジェクトで提案された統計手法が心理学の幅広い領

域に影響を与えたことを示しており，心理科学を融合するための方法論的基礎として重要な役割を果たすものと評

価できる。この年の研究成果は Psychonomic Society *6，Cognitive Developmental Society *7，視覚科学フォーラム *8
などの学会大会，研究会で各研究員により積極的に発表された。 

 ⅱ．心理的不適応に関する研究と検討 

  上述の方法論の検討を行うとともに，心理的不適応を検討するための基礎的知見を得るため，各センター研究員

がそれぞれの役割に基づく研究を進めた。とりわけ，心理臨床に携わる研究員（乾・藤岡・村松・吉田・長田・高

田・岡村 研究員）は，本学付属の心理教育相談室での指導員として，あるいはまた各々の臨床現場にて行う心理臨

床を通して事例研究を進めた。具体的には，乾研究員は成人期の自閉スペクトラム症の精神分析的面接法，吉田研

究員は染色体異常を原因とする知的能力障害を有する青年およびその青年の母親への発達臨床心理学的観点から

のアプローチ，長田研究員は自閉スペクトラム症の青年期の解決志向型ブリーフセラピーによる二次障害への対

応，岡村研究員は高次脳機能障害を有する者への臨床神経心理学的アプローチをそれぞれ事例研究として行った。 

 

【平成 24 年度】 

  領域横断的な仮説モデルの生成を，心理疫学的調査に基づいて行った。また，初年度に行った方法論の検討を受

け，ヒトならびに動物を対象とした基礎研究を行った。さらに，ヒトと動物を対象に行った研究を通じ，進化心理

学的視点から行った理論を構築した。加えて，臨床心理学と基礎心理学の領域横断的融合を目指し，心理不適応の

情報処理モデルを提案した。当初の計画は達成され，さらなる波及効果があった。 

 ⅰ．心理疫学調査の実施 

  現代日本の臨床像の実態を把握するため，発達障がい，特に自閉症スペクトラムに焦点をあてた心理疫学的調査

を行った。教育場面における実態を把握するため，全国から無作為抽出した 2000 の小学校の教諭に対し，発達障

がいに関する知識・理解の度合いについて調査を行った。これは，Stone (1987) が行った自閉症についての研究で

用いられた質問項目を現在の診断基準等に合わせて改訂したものである。この結果，300 校，延べ数にして 1600 人

を越える有効回答を得た。このような教育現場での発達障がいに関する大規模な調査は，これまでの心理学では数

少ないため，データそのものに価値があると考える。本研究を通し、小学校教諭の性別・教歴，自閉症スペクトラ

ムを有する児童を教育した経験，属性，さらには地域といった複数の要因が，自閉症スペクトラムに関するリテラ

シーに深く影響しているという仮説モデルの生成に至った。これと並行して長田研究代表は，自閉症スペクトラム

児の生涯発達に関する研究を行った。児童期に自閉症スペクトラムと診断された児が各ライフステージにどのよう

な発達過程を遂げていくかを，須田ら（1996）が報告した自閉症児・者の実態調査をもとに，自閉スペクトラム症

が小児期に診断を受けてから成人期に至るまでの知的機能および適応機能のモデルを構築し，マルコフ連鎖モンテ

カルロ法を利用した Structural Equation Model のベイズ推定を用いて検証を行い，Child Psychiatry and Human 

Development に発表した *9。 

 ⅱ．ヒト・動物を対象とした基礎研究 

  前年度に開発・改良した手法を用いて，ヒトならびに動物を対象とした基礎研究も行われ，そのうちのいくつか

は国際的な欧文学術論文誌や国内の伝統ある査読付き論文誌に採択された。まず，本プロジェクトにおける重要な

理論的柱である進化心理学の領域で長らく注目を集めてきた「裏切り者検知機構」について，表情の効果から検討

した論文が Journal of Nonverbal Behavior に掲載された。*10 
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  また，動物を対象とした研究も数多く行った。動物の研究はヒトと動物の間の心の連続性を進化の視点から考え

る上で重要である。その成果の一つとして，スンクスというトガリネズミ目の動物を用いた条件性風味選好の研究

がある。*11 この論文では，連合学習というメカニズムが種を越えて存在するものの，その強さは種のこれまでお

かれてきた環境や，それに伴う進化の過程を反映し変化することが示された。このほか，ハトを対象とした空間学

習の研究も行われた。この実験から，ヒトの条件づけ事態で確認されている情報統合プロセスがハトの空間学習に

おいても援用可能であることが示された。*12 また，RA 栗原が澤研究員の指導のもと行った研究が，伝統ある邦

文論文誌の一つである基礎心理学研究に採択された。*13 この論文では，古典的条件づけ事態で検討されてきた回

顧的再評価について，条件性制止という現象に着目し，道具的条件づけ事態から検討を行った。その結果，条件性

制止訓練に用いた興奮子を消去しても，道具的条件づけ事態では制止属性に変化を与えないことが明らかになっ

た。これらの結果を通して，ヒトやスンクス，ハト，ラットといった系統の異なる種を比較するための材料が入手

でき，比較認知的観点から，ヒトと動物における心の連続性を検討し，進化について考察することが可能になった。

特に条件性風味選好などの古典的な条件づけ事態で，スンクスやラットにおける違いを見いだすことができた。こ

れにより，古典的条件づけのような極めて基礎的な過程においても種に共通する部分と環境に依存する部分がある

ことが明らかになった。このような成果を統合させるかたちで結実したのが，第 4 回シンポジウム「Expansion of 

associative learning theory」*14 である。このシンポジウムでは学習心理学の記念碑的な業績であるレスコーラ・ワ

ーグナーモデルの提唱者で，国際的に著名なロバート・レスコーラ博士（ペンシルバニア大学名誉教授）を基調講

演講師に迎えた。シンポジウムでは澤研究員によりスンクスの研究などが紹介されたほか，機械学習の専門家や連

合学習の専門家による刺激的な講演が行われるとともに，それに続いて真摯で積極的な討論が行われた。 

  動物を用いた神経生理学的研究については，視覚情報処理過程を解明するために行動実験および電気生理実験が

行われた。運動する格子縞の呈示に対するゼブラフィッシュの視運動反応から，運動残効が存在していることを発

見し，その網膜細胞から細胞外記録法によりマルチニューロン記録を行い，運動残効に対応する神経活動が存在す

ることを突き止めた。さらにこの発見について現象の神経基盤を詳細に解明するため，マルチパッチクランプ電気

生理実験装置により運動残効を担うニューロンの形態と局所神経回路網の解析を開始した。これらの成果の一部は

日本基礎心理学会フォーラムの招待講演において発表された。*15 

 ⅲ．基礎と臨床の融合に関する検討 

  本プロジェクトにおける重要な柱の一つである基礎心理学と臨床心理学の融合についても，いくつかの成果をあ

げることができた。基礎と臨床の研究員が研究計画段階から参画し，臨床心理士の資格を有する RA 石川が，社交

不安傾向者の視線情報処理過程を検討した研究がその代表例である。*16 この研究では，実験心理学でも用いられ

る視線判断課題により，社交不安傾向者が，他者の視線を自分に向けられていると誤って判断しがちであることが

示された。社交不安を持つ者にとって，自己に向けられた他者の視線は恐怖の対象である。したがって，他者が自

分の方を見ているという誤った認知は，不安を高める一つの要因となると考えられる。この論文では，臨床的なテ

ーマについて，実験心理学の手法によって精緻な検討を行うことが出来た。臨床的な洞察に実証的な裏付けを与え

ることは，心理科学の融合における理想的なかたちの一つである。加えて，臨床と基礎の融合については第 3 回シ

ンポジウム「不安，うつ，妄想に挑む心理学：臨床と基礎の融合を目指して」*17 でも取り上げた。このシンポジ

ウムには，外部から 150 名を越える参加者が集まり，基礎と臨床の融合がまさに求められていることを示す象徴的

な出来事であったといえる。このシンポジウムではセンターの研究成果を公表するともに，長田研究代表が指定討

論を行うことで臨床現場の視点から基礎研究について問い直し，有機的な討論を行うことができた。 

 ⅳ．心理的不適応に関する研究 

  各研究員は心理的不適応を検討するための基礎的知見を得るためそれぞれ研究を行った。それらの成果は，

International Neuropsychological Society *18 や動物心理学会大会 *19，基礎心理学会大会 *20，神経科学会 *21 な

どの学会大会で積極的に発表された。さらに，本プロジェクトの研究員全員が準備委員として開催した第 76 回日

本心理学会大会では，研究員が自分自身の研究テーマでシンポジウムを開催した。テーマは「動物実験研究の意義
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と将来－基礎から応用，隣接領域まで－」*22，「東日本大震災における支援専門職者への心理支援」*23，「健康

行動促進をめざしたリスク認知とヘルスコミュニケーション」*24，「日本の EAP の現状と今後の課題」*25，「少

年非行と発達障害」*26 など多岐にわたった。本大会はおよそ 1 万人が参加する大規模な大会となり，本プロジェ

クトの成果を日本全国の心理学者に公開する良い機会となった。さらに，日本教育心理学会第 54 回総会における

講演に岡田研究員が登壇*27 するなど，本プロジェクトが初年度に提案した心理統計手法の波及効果が平成 24 年

度にも見られた。これは，本プロジェクトの成果が与える影響力を示す好例であると考える。 

 

【平成 25 年度】 

 ⅰ．心理疫学的調査に基づく検討 

  平成 24 年度に行われた心理疫学的調査をもとにモデルを作成し，その概要を第 5 回シンポジウム「Development 

and current situations of Cognitive Behavioral Therapy for children and/or persons with disabilities. －障がい児・者への認知

行動療法 基礎研究から応用実践へ その発展と今－」*28 で紹介した。このシンポジウムでは，認知行動療法を

脳損傷患者に対して積極的に行っているオーストラリア脳損傷協会シナプスのCEOである Jennifer Cullen女史が基

調講演を行った。このほか，長田研究代表より，平成 24 年度に実施した疫学研究の結果と今後の展望が報告され

た。この疫学研究は，平成 24 年度に文部科学省が全国小中学校の教諭を対象におこなった調査で得られた「普通

級の教諭が，普通級に在籍する児童の 6%強に何らかの問題行動を認めている」という報告と比較しながら，自閉

スペクトラム症に焦点をあて，教育場面における実態を把握するため，全国から無作為抽出した 2000 校の小学校

に対し，発達障がいに関する知識・理解の度合いについて調査を行ったものである。本研究を通し，小学校教諭の

性別・教歴，自閉スペクトラム症を有する児童を教育した経験や属性，さらには地域といった複数の要因が，児童

メンタルヘルスの専門家ではない教諭の持つ，発達障がいに関するリテラシーに深く影響しているという仮説モデ

ルの検討を行っているという報告であった。さらに，岡村研究員および国里研究員による心理教育相談室および学

外の現場での認知行動療法に関する実践研究報告も行われた。 

  このほか，長田研究代表を中心として行った疫学研究の成果が，International Journal of Social Psychiatry に掲載さ

れた*29。この論文では，南米及びアジアの新興国において，発達障害児を持つ母親のメンタルヘルスについて検

討がなされ，経済発展と母親へのサポートには関連があり，その結果として，新興国でも比較的経済が発展した国

では障害児の母親にうつなどのメンタルヘルス上の問題が生じにくくなることが明らかにされた。また，全国の小

中学校に対して行った第 2 回疫学調査では，全国の小中学校から 4088 件の回答が得られた。 

 ⅱ．ヒト・動物を対象とした基礎研究 

  先年度に引き続き，ヒトならびに動物を対象とした基礎研究も行われ，国際的な欧文学術論文誌や国内の伝統あ

る査読付き論文誌に採択された。大久保研究員と RA 石川らは，平成 24 度に発表した裏切り者検知に果たす表情

の役割に関する研究を発展させ，その神経機構を検討する論文を Brain and Cognition に発表した。*30 また，PD の

関口は澤研究員の指導の下，ヒトと動物の空間推論に関する論文を執筆し，その論文は動物心理学研究に掲載され

た。*31 

 ⅲ．基礎と臨床の融合的研究 

  基礎と臨床に関する融合的研究も進んでおり，石金研究員と RA 長畑によって，摂食障害が注意機能に及ぼす影

響に関する検討が事象関連電位を用いて行われた。この研究から，身体に関連する画像を観察するとき，摂食障害

傾向にある人では，注意が捕捉され，それに関連する事象関連電位の振幅も大きくなることがわかった。本研究で

は，摂食障害について，行動面だけなく事象関連電位という脳の電気的な活動からも検討を進め，融合的な知見を

得ることができたと言える。なお，この成果は Vision Science Society 2013 で発表された。*32 

  この研究にあるような「脳科学」という基礎的な側面と「心理臨床」という応用的な側面の融合について，最先

端の知見を披露し，議論を行ったのが第 6 回シンポジウム「生理心理学のフロンティア」*33 である。石金研究員

が本プロジェクトの成果を紹介するとともに，小林克典博士（日本医科大学・准教授）によって，脳内の海馬にお
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ける薬理学プロセスに注目した抗うつ剤の神経基盤について講演が行われるなど，生理心理学という基礎分野の先

端的な成果が，抗うつ剤の作用に関する新たな知見を臨床場面にフィードバックし，発展的につながることが示さ

れた。 

 ⅳ．心理統計に関する研究と成果 

  初年度に行った新たな心理統計法の提案について，日本基礎心理学会第 1 回フォーラムにおいて，岡田研究員が

講演を行った。*34 このフォーラムは，実験心理学で多く用いられる分散分析に焦点を当てたものである。フォー

ラムは大久保研究員が企画者として関わるだけでなく，心理科学研究センターが共催し，本プロジェクト全体が積

極的に関わるかたちで行われた。このフォーラムで示したような心理統計に関する成果は，大久保研究員と岡田研

究員が論文としてまとめ，それぞれ基礎心理学研究に掲載された。大久保研究員は帰無仮説検定に偏った心理統計

の現状の問題点を指摘 *35 し，岡田研究員は帰無仮説検定ではなく情報仮説の評価をベイズ統計の枠組みで行う

ことで，帰無仮説検定の使用にまつわる種々の問題を解消できることを述べた。*36 

  このような心理統計に関する研究成果については，このほかにも大久保研究員が日本認知心理学会第 11 回大会

の認知心理学ベーシックセミナーにおいて，効果量・信頼区間・事前比較検定について講演 *37 したり，日本パー

ソナリティ学会第 22 回大会における広報委員会企画シンポジウムにおいて話題提供を担当 *38 するなど，平成 25

年度も引き続き多数の学会関係者からの講演依頼を引き受けた。また，日本社会心理学会 春の方法論セミナーに

おいては，大久保研究員と岡田研究員の両名が講演を行った。このセミナーは，社会心理学で問題になっているデ

ータ捏造や再現性の低さについて，方法論の観点から問題点を指摘し，今後の研究活動に役立ててもらうために企

画された。大久保研究員は検定力の観点から再現性を高める手続きのあり方について述べ *39，一方，岡田研究員

は既存の統計手法における再現性に関わる問題点を指摘し，それを解決するための提案としてベイズ統計学を用い

た手法を紹介した。*40 これらの講演はオンラインで同時配信されるとともに，現在はアーカイブ化されたものが

社会心理学会のウェブサイトで公開されている。このように数多くの学会から講演の依頼を受けたことは，本プロ

ジェクトの成果である新たな統計手法の提案が，心理学のさまざまな領域で必要とされることを強く示している。

このような心理学諸領域に関わる方法論の開発は，本プロジェクトの目的である「融合的心理科学の創成」に重大

な貢献となると言える。なお，この一連の統計手法について，岡田研究員は効果量に着目した研究を行い

Behaviormetrika に論文を発表した。*41 

  

【平成 26 年度】 

  平成 26 年度はこれまで継続してきた研究成果をまとめるとともに，実証的方法に基づいたモデルの評価を行い，

心理的不適応の心的モデルについては可能な限り実践的評価も併せて行った。さらにモデルの修正や進化的適応環

境などの観点からの検討を行った。 

 ⅰ．疫学調査の分析 

  平成 25 年度に行った疫学調査による回答を元に，発達障害に関わる素因について検討を進めた。調査結果内に

おける重要な知見として「冷淡で無感情の特性(CU 特性)」を持つ児童が，18.8%に及ぶことが確認された。この特

性は注意欠如・多動症との関連があるとされる素行症の中でも重症度が重いものの特徴であることから，我が国の

小中学校指導の中で CU 特性を持つ児童へ慎重な対応を行うことが，少年犯罪の予防の一助となる可能性が考えら

れる。 

  また，3 回目の疫学調査として，東京都・神奈川県下の小中学校 1000 校を対象とした特別支援教育制度の実態調

査を行った。各小中学校に特別支援教育コーディネーターを置くことが義務付けられてから 10 年になるが，実際

に特別支援教育制度が機能しているかどうかは未だに手さぐりである学校も少なくない。また，特別支援教育コー

ディネーターも各学校においての役割が必ずしも明確にはなっていない。本研究は，柘植（2008）が，特別支援教

育制度のレベルを把握する尺度としてパイロット研究の中で開発した「学校やその地域（学校区）における特別支

援教育の構築のための学校アセスメントシステム（ASCoSoWa）」を用いて，小中学校における特別支援教育制度を
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階層的に評価できるか，あるいは各学校における特別支援教育制度の特徴をモデルとして示せるかどうかを明らか

にするために疫学的手法を用いてデータを収集した。 

 ⅱ．基礎と臨床の融合に関する検討 

  モデルの実証的な評価を行う過程で基礎と臨床の融合も進んだ。まず，不安障害や抑うつなどの精神疾患の危険

因子として扱われる対人依存傾向を取り上げ，それが視線の情報処理に与える影響について検討を行った。この研

究は臨床心理士として本学心理教育相談室でも活動する RA 石川，人格心理学・臨床心理学を専門とする高田研究

員，そして実験系の基礎心理学を専門とする澤研究員と大久保研究員が共同で行った。視線の認識について検討し

たところ，対人依存の高い人達は視線判断の成績が高く，しかも笑顔の時に正確に判断できることがわかった。こ

れは対人依存の高い者は他者のポジティブな評価に対して敏感であることを示し，それが不安や抑うつなどの精神

疾患に関わる可能性が示唆された。基礎と臨床の融合を目指した本研究は心理学研究に論文として採択された。*42 

  また，石金研究員と RA 長畑は，平成 25 年度に事象関連電位を測定して行った摂食障害に関する研究について，

脳血流量を測定するパラダイムを用いて更に検討を進め，摂食障害の傾向と頭頂葉・後頭葉の領域における脳活動

が相関することを示した。*43 

 ⅲ．動物と人間の連続性に関する検討 

  澤研究員と RA 栗原は研究成果を雑誌論文として Frontiers in psychology に発表した。*44 この研究では，澤研究

員の研究課題でもあるベイジアンネットワークに基づいた因果推論に関して，ラットも人間と同様の推論様行動を

示すかという問題を扱ったものである。結果として，事象間に因果関係の存在を推定するために必要な時間的前後

関係の情報を，人間と同様にラットも使用していることが明らかとなった。本研究は，動物と人間の連続性という

本プロジェクトのテーマについて，推論という高次の過程について重要な証拠を提示するものとなった。 

  加えて，動物と人間の連続性に関して，電気生理学的なアプローチを用いた研究も行われた。マルチパッチクラ

ンプ電気生理実験装置を中心に用いた研究では，視覚初期過程のニューロン活動の特性分析と局所神経回路網の解

析を行った。さらに解析により明らかになったニューロン活動の特性と行動実験の結果を対応させることで，機能

的意義を実証する研究を行った。単純なモデル生物としてカエルを被験体とした研究では，黒いスポットの拡大刺

激を呈示し，拡大運動を符号化するニューロンの種類や，刺激の連続性がニューロン集団による協調的活動で符号

化されることを発見した。さらにそれらの活動が視覚誘発性の逃避行動を引き起こしていることを解明した。黒い

スポットの拡大刺激は下等な脊椎動物からヒトにいたるまで一貫して同様の逃避や回避行動を誘発するため，今回

解明された知見は脊椎動物の視覚系において情報符号化の一般的な原理となることが期待される。これらの成果の

一部は，日本神経科学会 *45 と北米神経科学会（SfN）*46 において発表され，論文としても投稿準備中である。 

  また，マウスを用い，視運動反応を指標として，視覚における運動情報処理と運動残効の神経基盤に関する研究

を行った結果，視運動反応の基本的な特性が明らかとなり，運動残効様の行動が存在していることを発見した。さ

らに，視運動反応と運動残効様の行動が運動方向選択性のニューロン群により制御されていることが示唆された。

これらの成果の一部は論文として日本神経回路学会第 25 回全国大会講演論文集に受理された。*47 局所神経回路

網については，マウス網膜標本を用い，顕微鏡で観察するだけで細胞の形態から機能を推定する手法の構築に成功

した。この手法は生理実験時において，通常顕微鏡で観察しただけでは予め知ることのできない細胞のサブタイプ

が同定可能となり，複雑で多岐にわたる細胞種を含む局所神経回路網を機能的に解析する上で非常に強力なツール

となる。この成果は現在投稿準備中である。 

 ⅳ．新たな方法論・心理統計に関する検討 

  初年度から行っている方法論的検討に関する成果が論文としていくつか出版された。大久保研究員が中心とな

り，ワーキングメモリの基礎的な測定方法について日本人用に改定を加えた日本語版オペレーションスパンテスト

を開発し，その結果を心理学研究に掲載した。*48 なお，このテストは，タブレットで動作するプログラムをすで

に本プロジェクトのホームページ上で公開しており，日本国内だけでなく中国やインドなど各国から多数のダウン

ロードがなされている。また，臨床場面や脳画像計測などで必ず測定される利き手の計測についても，これまでの
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利き手テストの問題点を解決した FLANDERS 利き手テストの日本語化を大久保研究員が行い，その成果は心理学

研究に掲載された。*49 利き手は脳の構造や機能の個人差と相関することが知られており，臨床，基礎，発達など

分野を問わず測定が必要なものである。したがって，広い分野，そして場面で日本語版 FLANDERS 利き手テスト

が使用されることを期待できる。また，我々が提案した新たな心理統計のあり方について，岡田研究員が依頼を受

け，日本発達心理学会第 26 回大会において，効果量の研究場面における使用について講演を行った。*50 

 ⅴ．シンポジウムの開催 

  これまでにもさまざまな学会から講演を依頼されるなど高く評価されてきた心理統計に関する成果を広く公開

するため，シンポジウム「Big data in Psychological Science and related disciplines」*51 を開催した。シンポジウムで

は我々の研究成果を紹介するとともに，国内外の研究者に参加を依頼し最先端の知見を元に議論を行った。あわせ

て，本プロジェクトからはベイズ統計学に基づき，学習心理学，臨床心理学に応用した知見について，PD 高橋と澤

研究員が報告を行った。また，岡田研究員はベイズ統計学における情報仮説の評価を中心とした講演を行った。 

  さらに，本プロジェクトにおける進化心理学的な検討について，シンポジウム「Face and communication: Cognitive 

basis and its evolution」*52 で大久保研究員がその成果を報告した。この報告はこれまでに発表した裏切り者の検出

に関する論文 *10, *30 およびそこからの進捗をまとめたものであった。また，顔の認識に関する進化的な検討で

国際的に著名な Mark Changizi 博士（2Ai Labs），魅力の研究を数多く行ってきた Bruno Laeng 博士（オスロ大学教

授）らを迎え，進化心理学的な視点から活発な意見交換を行った。 

  

【平成 27 年度】 

  最終年度を迎え融合的心理科学の創成に向けて，取りまとめを行った。 

 ⅰ．心理疫学調査による成果 

  これまでに 3 回行った心理疫学の大規模調査を，長田研究代表が 2 つの雑誌論文としてまとめ，それぞれ Social 

Science & Medicine Population Health *53 と Journal of the American Academy of Psychiatry and the Law *54 に採択され

た。大規模疫学調査によって得られたデータに基づき，発達障がいに対する理解について，また，非行予防に関連

する CU 特性の実態について，さらにわが国の小中学校における特別支援教育制度の実態について正確な情報が得

られた。これらのデータをもとに，臨床応用への可能性や教育場面での留意点について提案を行った。具体的には，

わが国の小中学校の通常級に在籍する児童の中には，6％強の神経発達症を有する児が存在し，その 80％強が教諭

によって自閉スペクトラム症であると思われていることが分かった。わが国の小中学校の通常級の教諭は，メンタ

ルヘルスの専門家ではないが，児童メンタルヘルスが必ずしも十分ではないパキスタンの専門家（医師，心理士お

よびその他の専門家）の自閉スペクトラム症についてのリテラシーには大きな差がないことが示されたことから，

通常級に在籍する自閉スペクトラム症を有する児童には気づけていること，ただし，その対応には教諭間で差があ

ることが明らかになった。知識としての自閉スペクトラム症とその対応には乖離があり，真の意味でリテラシーは

不足しており，今後わが国の国民レベルでの自閉スペクトラム症リテラシーの向上が必要であり，そのための提案

を行った。これに関連して，３カ年目に特別支援教育制度の実態把握疫学調査を行ったが，特別支援教育コーディ

ネーターの役割を明確にすることは教諭の自閉スペクトラム症リテラシー向上への一助となると考える。 

 ⅱ．ベイズ統計学に関する検討 

  岡田研究員がこれまでの成果をまとめ，帰無仮説検定に変わるアプローチであるベイズ推定に基づく情報仮説の

評価方法について Research Synthesis Methods に論文を投稿し，採択された。*55 また，岡田研究員はこれまで検討

を進めてきたベイジアン・アプローチによる多次元尺度法や個人差の検討方法，そして，実験研究に用いるベイジ

アン・モデリングについてまとめたものを国際学会において発表した。*56 

  岡田研究員を中心にこれまで培ってきたベイズ統計学に基づくデータ解析手法を適用し，基礎と臨床の融合を目

指す研究も進んでいる。そのひとつとして抑うつが将来予測に与える影響について検討がある。*57 これは臨床心

理学を研究する国里研究員と実験心理学を研究する大久保研究員が共同で関わったものである。このようにベイズ
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統計学に基づく方法論を，臨床心理学の領域にも適用し，融合的な心理科学の成果として公表できるようになった。

なお，国里研究員を中心とするグループでは，基礎的な方法による臨床的なテーマの研究が進められており，筋電

位・皮膚電位測定装置を用いて，不安や恐怖症に関する検討が進められた。 

 ⅲ．シンポジウムの開催 

  これまでの総括として，「融合的心理科学の創成：心の連続性を探る」*58 と題して集大成のシンポジウムを開催

した。専門の違う 5 名の研究員がプロジェクトにおける研究成果について口頭発表を行ったほか，PD・RA も各研

究員指導の下に進めてきた研究成果をポスター形式で発表した。さらに，長谷川寿一客員研究員を迎え，「融合的心

理科学の創成は成し得たか？」と題したパネルディスカッションを行った。このセッションでは 5 年間の研究活動

を振り返りつつ，ベイズ理論を軸にした今後のさらなる発展についても活発なディスカッションが行われた。学内

外から多くの参加者が集まり，広く研究成果の発信と社会還元ができたものと考える。 

 ⅳ．総括 

  われわれのプロジェクトでは，心理疫学の観点から大規模データを取得することで実態を把握し，そのデータを

効果量，信頼区間を重視し検討するとともに，ベイズ統計を柱としたあらたな視点から再検討を行った。そして，

その解析結果に基づき，応用的な提案を行った。例えば，疫学研究での曝露要因と結果の因果的作用を評価する際

に用いられる様々な指標（リスク差，オッズ比，率比など）については，ベイズ推定が可能である。ただし，疫学

研究には記述疫学と分析疫学の二つがあり，研究目的に応じて研究方法を使い分ける必要がある。上記のリスク比，

オッズ比という指標を用いる場合，因果関係の推論を行っているので分析疫学となり，上記のようにベイズ推定を

用いることができる。一方で「わが国において自閉スペクトラム症を有する者は何人いるか？」を明らかにする場

合は記述疫学であるから，頻度論を用いることになり，ベイズ統計学は使えない。つまり，疫学はもとより，心理

学においても研究目的に対して，適切な研究方法を選択していなければ，研究目的となる問題に明確に答えること

はできないので，すべての心理学をベイズ理論で融合させることは難しいこととなる。以上のように，限界，課題

を理解しつつ，心理学の諸領域を融合するための一連の流れが成果として結実したと言える。  

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

  心理統計の新しいあり方の提案でとして出版した「伝えるための心理統計：効果量・信頼区間・検定力」*1 は多

くの関係者の注目を集め，その内容について，さまざまな学会から講演やシンポジウムの依頼を受けた。スケジュ

ールの都合がつかず依頼に応ずることができなかったケースがあり，それが許せばさらに多くの学会に招かれてい

たであろう。このように多くの招待を受けたことは，われわれの成果が日本のあらゆる心理学関係者にとって有用

かつ興味をいただかせるものであったことを示すものである。この考えを支持するように，本書は日本行動計量学

会から第 3 回杉山明子賞（出版賞）を授与された。 

  方法論は心理学諸領域を融合するための基礎となるものである。その基礎固めに関する成果について，さまざま

な学会から講演を依頼されたことはこの研究成果が心理学諸領域を融合する基礎づくりにおいて重要な貢献であ

ったことを裏付ける。実際，本プロジェクトの成果に基づき講演を依頼された学会は，基礎研究を行う研究者が集

う日本基礎心理学会や日本認知心理学会，比較的応用的な研究者が集う日本教育心理学会や日本パーソナリティ心

理学会，そして，基礎と応用の双方の領域の研究者が集う日本社会心理学会と日本発達心理学会と多岐にわたり，

心理学諸領域を横断するものであった。 

  また，日本全国を対象として行った心理疫学の大規模調査はこれまでに例がなく，データそのものが貴重である。

第 1 回調査では全国 2000 の小学校に対し，発達障がいに関する知識・理解の度合いについて調査を行ったほか，

第 2 回調査では発達障がいに関わる素因について検討を進め，「冷淡で無感情の特性(CU 特性)」を持つ児童が 18.8%

に及ぶことが確認された。この特性は ADHD との関連があるとされる素行症の中でも重症度が重いものの特徴で

あり，このような予測因子の分布をデータから明らかにできた意義は，今後の指導を考える上で大きい。なお，こ

の成果については長田研究代表が論文を国際論文誌に投稿し，採択されている。*53, *54 今後，小中学校の通常級
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における特別支援教育のあり方，および少年非行の予防といった場面で，広く影響を与えることが期待される。 

＜課題となった点＞ 

  本プロジェクトの成果を広く公開するためにシンポジウムを開催し，その活動報告として，講演内容を掲載した

年報を作成し専修大学学術機関リポジトリ（SI-Box）において web 上で公開してきた。しかしながら，文字情報の

みでは一般の方々は手に取りにくく，一般公開としては不十分であった。そこで最終年度には，さらに幅広い方々

に対し情報を公開するため， ホームページを改修し web 上でシンポジウム動画の公開も行った。これによりシン

ポジウムに参加できなかった方にも当日の内容をそのまま伝えることができるようになった。さらに，一方的な公

開では訴求力に乏しいことから，フェイスブックやツイッターといったソーシャル・ネットワーク・サービスを用

いてさまざまな方々と交流をしながら，インターアクティブな情報発信に努めた。 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

  専修大学では，学内の教育研究組織それぞれに機関別自己点検・評価実施委員会をおいており，本プロジェクト

を統括する社会知性開発研究センターも同様である。プロジェクトの取組みや進捗状況ついては，定期的に自己点

検・評価委員会に報告され，その内容は学長を議長とする社会知性開発研究センター運営委員会でも報告される。

また，これらの報告の適切性は，全学の自己点検・評価運営委員会および自己点検評価委員会が精査し，最終的に

学部長会および大学院委員会に報告される。また，予算措置および執行状況についても定期的に運営委員会で報告

され，運営委員から，予算運用の適切性について厳しく精査される体制となっていた。 

  本プロジェクトでは，シンポジウムでの成果公表について専門外の聴講者には難解な内容が多いとの指摘を受

け，講演時に補助スライドの投影を行うよう改めた。 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

  本プロジェクトの研究成果の達成状況・達成度を外部の視点から客観的に評価するため，学外研究者 3 名（鮫島

和行 玉川大学准教授，牛谷智一 千葉大学准教授，小関俊祐 桜美林大学講師）からなる第三者評価委員会を設置

してきた。平成 28 年 3 月に行った同委員会では，いずれの委員からも三段階（Ａ～Ｃ）中で最高であるＡ評価を

頂いたほか，「各年度に非常に活発に論文発表・学会発表がなされており，PD/RA の発表が積極的である」（鮫島委

員），「シンポジウムへの参加者が多数であり，一般社会への還元がしっかりとなされている点において，きわめて

優れている」（牛谷委員），「研究基盤が構成されたことによって，今後も継続的な研究の遂行と発信が期待できる」

（小関委員），等の所見をいただいた。 

＜研究期間終了後の展望＞ 

  本プロジェクトの成果をふまえ，平成 28 年 4 月より新たなプロジェクトを立ち上げた。心理学分野に止まらず，

心理や行動の特性を検討する心理学領域と現実の消費社会における経済活動を検討するマーケティング・サイエン

ス領域との有機的な学際的融合を目指す。心理学、マーケティング・サイエンスとも、ヒトの判断や行動をデータ

化して用いる実証的な分野である。そこで我々は、データの解析手法に焦点を当て方法論を構築し、心理メカニズ

ムならびに消費社会・消費者行動の理解を目指す。 

＜研究成果の副次的効果＞ 

  本プロジェクトで提案した心理統計の新しいあり方は，すでに多くの心理学領域の研究者に影響を与えた。その

結果として，2015 年の 6 月に改定された日本心理学会の投稿・執筆の手引きにおいて，「伝えるための心理統計」

*1 などの書籍を通して我々が提案した方法が採用された。すなわち，論文の結果の報告において，効果量や信頼

区間を付記することが明示的に求められるようになった。日本心理学会の投稿・執筆の手引きは日本の心理学関連

論文誌のほとんどで採用される書式を定めたものである。このような心理学諸領域に共通する問題について，直接

的な影響を与えられたことは重大な成果であると考える。 
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＜既に実施しているもの＞ 
Ⅰ．シンポジウム・学会        ※以下、人名後ろの括弧内は開催当時の所属・役職を示す。 
【平成 23 年度】 

 ◆第 1 回シンポジウム（別紙 1） 

 テーマ： 心と体と環境をつなぐ科学 

 日 時： 平成 23 年 11 月 27 日（日） 14:00 ～ 16:30 

 場 所： 専修大学神田校舎 7 号館 3 階 731 教室 
 内 容：  
 《 趣旨説明 》 
   石金 浩史 （心理科学研究センター研究員／専修大学准教授） 
 
 《 講   演 》 
  「バーチャルリアリティからリアリティを考える」 
   北崎 充晃 （豊橋技術科学大学大学院 准教授） 
 
 「ブレインライフログ：身体運動時脳波による環境センシングの試み」 
   唐山 英明 （富山県立大学 准教授） 
 
  「脳活動情報から心を読む」 
   繁桝 博昭 （高知工科大学 准教授） 
 
 《 パネルディスカッション 》 
  ［パネリスト］ 
   佐藤 隆夫  （日本心理学会理事長／日本基礎心理学会理事長／東京大学大学院 教授） 

   池田 まさみ （十文字学園女子大学 准教授） 

   原澤 賢充  （NHK 放送技術研究所） 
 

  ［司会・進行］ 

   北崎 充晃  （豊橋技術科学大学大学院 准教授） 

   石金 浩史  （心理科学研究センター研究員／専修大学 准教授） 
 

◆第 2 回シンポジウム（別紙 2） *2 

テーマ： 「心理学における効果の大きさとばらつき」 

日 時： 平成 24 年 2 月 25 日（土） 13:00 ～ 17:45 

場 所： 専修大学生田校舎 10 号館 1 階 10103 教室 

内 容： 
《 上   映 》 
「The PHD Movie」 

 
《 研究報告 》 
「心理学における統計改革 (1)」 

大久保 街亜（心理科学研究センター研究員／専修大学 准教授） 
 

「心理学における統計改革 (2)」 
岡田 謙介 （心理科学研究センター研究員／専修大学 講師） 
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《 講   演 》 
「実験心理学者にとっての効果量」 

井関 龍太 （日本学術振興会特別研究員（PD）・京都大学） 
 

「行動遺伝学からみた効果量 －遺伝子と環境はどのように個性を生み出すか－」 
山形 伸二 （独立行政法人 大学入試センター 特任助教） 

 
「検定力分析と標準化効果量を超えて －正確度分析と非標準化効果量－」 

奥村 泰之 （独立行政法人 国立精神・神経医療研究センター 外来研究員） 
 
【平成 24 年度】 

 ◆第 3 回シンポジウム（別紙 3） *17 

 テーマ： 「不安，うつ，妄想に挑む心理学：臨床と基礎の融合を目指して」 

 日 時： 平成 24 年 6 月 16 日（土） 13:30 ～ 17:10 

 場 所： 専修大学生田校舎 10 号館 1 階 10101 教室 

 内 容： 
《 研究報告 》 
「臨床と基礎：実験心理学からのアプローチ」 

大久保 街亜 （心理科学研究センター研究員／専修大学 准教授） 
 
《 講   演 》 
「社交不安障害の認知行動療法に活かす基礎研究」 

   金井 嘉宏 （東北学院大学 准教授） 
 

「うつ病と意思決定：計算論的臨床心理学からみたうつ病」 
   国里 愛彦 （早稲田大学 助手） 

 
「妄想・幻覚と自他の表象：基礎から臨床へ，臨床から基礎へ」 

   浅井 智久 （千葉大学／日本学術振興会特別研究員 SPD） 
 
《 指定討論 》 

   長田 洋和 （心理科学研究センター代表／専修大学教授） 
 

 ◆日本心理学会第 76 回大会 

 日 時： 平成 24 年 9 月 11 日（火） ～ 13 日（木） 

 場 所： 専修大学生田校舎 

 内 容： 

《 シンポジウム （心理科学研究センター共催） 》 
「動物実験研究の意義と将来 －基礎から応用、隣接領域まで－」*22 

企画者 ： 澤  幸祐 （心理科学研究センター研究員／専修大学准教授） 他 
 

「東日本大震災における支援専門職者への心理支援」 *23 
   企画者 ： 乾  吉佑 （心理科学研究センター研究員／専修大学教授） 他 

 
「健康行動促進をめざしたリスク認知とヘルスコミュニケーション」 *24 

   企画者 ： 下斗米 淳 （心理科学研究センター研究員／専修大学教授） 他 
 

「日本の EAP の現状と今後の課題」 *25 
   企画者 ： 藤岡 新治 （心理科学研究センター研究員／専修大学教授） 
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「少年非行と発達障害」*26 
   企画者 ： 長田 洋和 （心理科学研究センター代表／専修大学教授） 

村 松  励 （心理科学研究センター研究員／専修大学教授） 他 
 

 ◆第 4 回シンポジウム（別紙 4） ※国際シンポジウム *14 

 テーマ： 「Expansion of associative learning theory」 

 日 時： 平成 24 年 11 月 10 日（土） 14:00 ～ 17:00 

 場 所： 専修大学神田校舎 7 号館 3 階 731 教室 

 内 容： 
 《 研究報告 》 

「Introduction; associative basis of cognition in animals and humans」 
澤  幸祐 （心理科学研究センター研究員／専修大学准教授） 

 
 《 講   演 》 

「Measuring changes in associative learning」 
Robert A. Rescorla （ペンシルバニア大学名誉教授） 

 
「Information variables in Pavlovian conditioning preparations; One more piece of evidence」 

中島 定彦 （関西学院大学教授） 
 

「Neural basis of conditioning and reinforcement learning: A mechanistic perspective on learning and decision」 
鮫島 和行 （玉川大学准教授） 

 
【平成 25 年度】 

◆第 5 回シンポジウム（別紙 5） ※国際シンポジウム *28 
テーマ ：「Development and current situations of Cognitive Behavioural Therapy 

for children and/or persons with disabilities 
－障がい児・者への認知行動療法 基礎研究から応用実践へ その発展と今－」 

 日 時 ： 平成 25 年 8 月 31 日（土） 13:30 ～ 17:15 

 場 所 ： 専修大学神田校舎 7 号館 731 教室 

 内 容 ： 
 《 趣旨説明 》 
   長田 洋和 （心理科学研究センター代表／専修大学教授） 
 
 《 基調講演 》 

「SYNAPSE's efforts and achievements for children and persons with disabilities」 
   Jennifer Cullen 

（CEO of SYNAPSE Inc / Associate Fellow of Australian College of Health Service Management） 
 
 《 研究報告 》 

「A practice of neuropsychological rehabilitation for the elderly with acquired brain injury」 
   岡村 陽子 （心理科学研究センター研究員／専修大学准教授） 

 
「Neural mechanisms of Cognitive Behavioral Therapy for depression」 

   国里 愛彦 （心理科学研究センター研究員／専修大学講師） 
 

「Literacy of developmental disorders in Japanese general population」 
   長田 洋和 （心理科学研究センター代表／専修大学教授） 
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 ◆第 6 回シンポジウム（別紙 6） *33 
 テーマ ： 「生理心理学のフロンティア」 
 日 時 ： 平成 25 年 11 月 10 日（日） 14:00 ～ 17:15 

 場 所 ： 専修大学神田校舎 7 号館 731 教室 

内 容 ：  
 《 趣旨説明 》 
   石金 浩史 （心理科学研究センター研究員／専修大学准教授） 
 
 《 基調講演 》 

「網膜における視覚情報処理 －受容野概念をめぐって－」 
   立花 政夫 （東京大学大学院教授） 
 
 《 講   演 》 

「記憶の日内変動を司る生理心理学的基礎を求めて」 
   岡田  隆 （上智大学教授） 

 
「抗うつ作用の基盤としての海馬神経脱成熟」 

   小林 克典 （日本医科大学准教授） 
 
 《 研究報告 》 
   石金 浩史 （心理科学研究センター研究員／専修大学准教授） 
 
【平成 26 年度】 

 ◆第 7 回シンポジウム（別紙 7） *51 
 テーマ ： Big Data in Psychological Science and Related Disciplines 
      －心理学と関連諸領域におけるビッグデータ－ 
 日 時 ： 平成 26 年 9 月 6 日（土） 13:15 ～ 17:50 

 場 所 ： 専修大学神田校舎 7 号館 731 教室 

内 容 ：  
 《 趣旨説明 》 
   岡田 謙介 （心理科学研究センター研究員／専修大学准教授） 
 
 《 研究報告 》 

「Bayesian approach for the mechanism of hippocampal synaptic plasticity」 
   高橋 良幸 （心理科学研究センター ポスト・ドクター） 

 
「The periodicity of depression in animal models 

- Time series analysis for long-term activity of model animals -」 
   蔵屋 鉄平 （専修大学大学院文学研究科博士後期課程） 

澤  幸祐 （心理科学研究センター研究員／専修大学教授） 
 

「Bayesian evaluation of informative hypotheses in meta analysis」 
   岡田 謙介 （心理科学研究センター研究員／専修大学准教授） 
 
 《 講   演 》 

「Prediction of personal attributes from digital records」 
   Michal Kosinski （スタンフォード大学 リサーチフェロー） 

 
「Changing a large-scale test using computer-based testing」 

   大久保 智哉 （独立行政法人 大学入試センター 研究開発部 助教） 
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「Insights from a nationwide children’s study」 

   竹内  文乃 （独立行政法人 国立環境研究所 環境健康研究センター 研究員） 

 

 ◆第 8 回シンポジウム（別紙 8） *52 
 テーマ ： 「Face and communication: Cognitive basis and its evolution 
          －顔とコミュニケーション：認知の基盤とその進化を探る－」 
 日 時 ： 平成 26 年 11 月 8 日（土） 13:00 ～ 17:00 

 場 所 ： 専修大学神田校舎 7 号館 731 教室 

内 容 ：  
 《 趣旨説明 》 
   大久保 街亜 （心理科学研究センター研究員／専修大学教授） 
 
 《 研究報告 》 

「Which side do you choose? Facial asymmetry in trustworthiness 
－どちらを選ぶ？信頼感における顔の左右差－」 

   大久保 街亜 （心理科学研究センター研究員／専修大学教授） 

 
 《 基調講演 》 

「The self-visible face －顔に自ずと表れる－」 
   Mark Changizi （2AI Labs 共同代表） 
 
 《 講   演 》 

「The self-loving face －自分に似た顔を好む：パートナー選択と顔の好み－」 
   Bruno Laeng （オスロ大学 教授） 

 
「The self-sacrificing face －利他性と顔－」 

   小田 亮 （名古屋工業大学 准教授） 
 
   《 質疑応答・フリーディスカッション 》 
 
【平成 27 年度】 

 ◆第 9 回シンポジウム（別紙 9） *58 
 テーマ ： 「融合的心理科学の創成：心の連続性を探る」 
 日 時 ： 平成 27 年 10 月 24 日（土） 11:00 ～ 16:40 

 場 所 ： 専修大学神田校舎 7 号館 731 教室 

内 容 ：  
 《 趣旨説明 》 
   長田  洋和（心理科学研究センター研究代表／専修大学教授） 
 
 《 心理科学研究センター研究報告 》 

「笑顔の男性は魅力的か？」 
大久保 街亜（心理科学研究センター研究員／専修大学教授） 

  「因果推論を通じて連合学習とベイズ推論を考える」 

   澤  幸 祐（心理科学研究センター研究員／専修大学教授） 

  「視覚ニューロンによる情報表現」 

   石金  浩史（心理科学研究センター研究員／専修大学准教授） 

  「複雑な臨床的問題を階層ベイズで解く」 
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   国里  愛彦（心理科学研究センター研究員／専修大学准教授） 

   坂本  次郎（専修大学大学院文学研究科修士課程） 

杣取  恵太（専修大学大学院文学研究科修士課程） 

  「疫学は融合的心理科学と呼び得るか？」 

   長田  洋和  （心理科学研究センター研究員／専修大学准教授） 
 
 《 招待講演 》 

「Imaginary light: Pupil responses to nonexistent stimuli 
 －まぼろしの光：実在しない刺激に対する瞳孔反応－」 

   Bruno Laeng （オスロ大学 教授） 

 
 《 パネルディスカッション 》 

「融合的心理科学の創成は成し得たか？」 
指 定 討 論：長谷川 寿一（心理科学研究センター客員研究員／東京大学大学院 教授） 

   モデレーター：澤  幸 祐（心理科学研究センター研究員／専修大学 教授） 

   パネリスト：心理科学研究センター研究員 

 

Ⅱ．刊行物 
 【平成 23 年度】 
  「心理科学研究センター年報」第 1 号 *5  平成 24 年 3 月・全 178 頁（別紙 10） 
 
 【平成 24 年度】 
  「心理科学研究センター年報」第 2 号  平成 25 年 3 月・全 290 頁（別紙 11） 
 
 【平成 25 年度】 
  「心理科学研究センター年報」第 3 号  平成 26 年 3 月・全 184 頁（別紙 12） 
 
 【平成 26 年度】 
  「心理科学研究センター年報」第 4 号  平成 27 年 3 月・全 234 頁（別紙 13） 
 
 【平成 27 年度】 
  「心理科学研究センター年報」第 5 号  平成 28 年 3 月・全 187 頁（別紙 14） 
 
 
Ⅲ．インターネットでの公開  
 ◆心理科学研究センターホームページ  http://www.senshu-u.ac.jp/cps/index.html 

   （シンポジウム情報とその講演動画・写真の公開、および各研究成果を随時更新・公開） 

 

 ◆専修大学学術機関リポジトリサイト SI-Box http://ir.acc.senshu-u.ac.jp/ 
   （刊行した年報を PDF ファイル形式で掲載し、広く公開） 
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１４ その他の研究成果等 

【 研究会 】             ※以下、人名後ろの括弧内は開催当時の所属・役職を示す。 

 ◆第 1 回 研究会 

 テーマ ： 「連合学習研究と高次認知研究の接点」 

 日 時 ： 平成 24 年 11 月 11 日（日） 9:00 ～ 18:00 

 場 所 ： 専修大学生田校舎 11 号館 2 階 談話室 
 内 容 ：  
 《 講 演 》 
  「連合学習研究の技法と理論について」 
   Robert A. Rescorla （ペンシルバニア大学名誉教授） 
 
 《 討 論 》 
  「連合学習研究と高次認知研究の接点」 
   Robert A. Rescorla （ペンシルバニア大学名誉教授） 
   大久保 街亜（心理科学研究センター研究員／人間科学部准教授） 

   澤  幸 祐（心理科学研究センター研究員／人間科学部准教授） 

   石金  浩史（心理科学研究センター研究員／人間科学部准教授） 
 
 《 施設見学 》 

専修大学生田校舎 4 号館の心理学実験施設・設備の見学および Rescorla 氏よりコメント。 
 

 ◆第 2 回 研究会 

 テーマ ： 「視覚研究における進化的検討の意義」 

 日 時 ： 平成 26 年 11 月 10 日（日） 13:00 ～ 18:00 

 場 所 ： 専修大学生田校舎 4 号館ゼミ 44A 教室 （その他心理学実験室） 
 内 容 ：  
 《 講 演 》 
  「理論生物学における視覚研究の展開」 
   Mark Changizi （2AI Labs 共同代表） 
 
 《 研究発表・討論 》 
  ［研究発表］ 

石川  健太 （心理科学研究センター リサーチ・アシスタント） 

小林  晃洋 （専修大学大学院文学研究科博士後期課程） 

  ［研究討論］ 

   Mark Changizi （2AI Labs 共同代表） 

   大久保 街亜（心理科学研究センター研究員／人間科学部教授） 

   澤  幸 祐（心理科学研究センター研究員／人間科学部教授） 

   石金  浩史（心理科学研究センター研究員／人間科学部准教授） 

   岡田  謙介（心理科学研究センター研究員／人間科学部准教授） 
 
 《 施設見学 》 

専修大学生田校舎 4 号館の心理学実験施設・設備の見学および Changizi 氏よりコメント。 
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 ◆第 3 回 研究会 

 テーマ ： 「ベイズ推定の心理学データへの適用」 

 日 時 ： 平成 28 年 3 月 8 日（火） 10:00 ～ 17:00 

 場 所 ： 専修大学生田校舎 4 号館ゼミ 44A 教室 （その他心理学実験室） 
 内 容 ：  
 《 講 演 》 
  「神経科学におけるベイズ推定」 
   鮫島 和行 （玉川大学脳科学研究所 准教授） 

  「動物のデータとヒトのデータ」 
   牛谷 智一（千葉大学文学部 准教授） 

  「データに基づく臨床心理学」 
   小関 俊祐 （桜美林大学心理・教育学系 講師） 
 
 《 実験室見学 》 
 
 《 ラウンドテーブルディスカッション 》 
 
 《 研究発表・討論 》 
  ［研究発表者］ 

高橋 良幸 （心理科学研究センター ポスト・ドクター） 

坂本 次郎 （専修大学大学院文学研究科修士課程） 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 
「多様なバックグラウンドを有するメンバーの研究成果の集約に留意されたい。」 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

 心理科学の諸領域の融合を目指すにあたり，プロジェクトにおける全体的な方針として，研究の計画段階から異なるバッ

クグラウンドを持つメンバーがプロジェクトに協同で参画するように心がけた。例えば，ベイズ統計学に基づく新たな心理統

計手法の提案にあたっては，心理統計学を専門とするメンバーと実験心理学を専門とするメンバーが参画し，実験心理学

者が考える研究の実践における問題点と心理統計学者が考える理論的な問題点のする合わせを行った。その成果として

刊行された「伝えるための心理統計：効果量，信頼区間，検定力（勁草書房）」は学会出版賞を受賞するなど，研究者諸氏

に好評を得た。また，この書籍の成果をもとに行ったシンポジウムも多くの来場者を集めた。さらに，この書籍の刊行をきっ

かけに我々が提案した解析手法およびその発展について，日本教育心理学会，日本基礎心理学会，日本認知心理学会，

日本パーソナリティ心理学会などさまざまな領域にまたがる心理学関連諸学会からシンポジウムやフォーラムの開催依頼が

届き，依頼に応えすでにいくつかを開催した。これはこの我々の成果が，心理学の諸領域の融合に役立つものであることを

強く示唆する。このような成果が得られたことが，異なるバックグラウンドを持つ研究者がプロジェクトに対して有機的に参画

した結果であると考える。 

 心理統計手法の提案だけでなく，臨床心理学と基礎心理学の融合，臨床心理学的問題における疫学的アプローチの使

用などさまざまなプロジェクトにおいて，メンバーは研究計画段階から協同で参画している。例えば，長田研究代表を中心と

する臨床心理学の研究者と心理統計を専門とする岡田研究員が協同し，自閉症スペクトラムの生涯発達に関して研究を行

った。この研究では，児童期に自閉症スペクトラムと診断された児童が各ライフステージにどのような発達過程を遂げていく

かを，自閉症スペクトラムの発達過程理論に基づき，ベイズ推定を利用した共分散構造分析を用いて検証した。また，澤研

究員が学習理論の立場から検討した不安のモデルを提案し，その概要について認知行動療法学会のシンポジウムで講演

を行った。ほかにも，社交不安という臨床的なテーマを実験心理学の手法によって検討した研究についての論文が，日本

心理学会発行の「心理学研究」に掲載されるなど，着実な成果が上がっている。これらの成果は，平成 24 年度のシンポジ

ウム「不安，うつ，妄想に挑む心理学：臨床と基礎の融合を目指して」を行うことにより，研究者だけでなく広く一般の方々に

も紹介した。また，ベイズ統計学を柱に，臨床心理学的なトピックについて検討を進めるなど臨床と基礎の融合は，新たな

かたちで進んだ。その成果をわれわれは平成 27 年の 7 月に開催される米国の数理心理学会で発表した。 

 これらの点を留意してプロジェクトを進行させた結果，中間評価において，2 名の評価者から A 評価（着実な進捗が見ら

れる）をいただけた。これは，選定時に付された留意事項について，本プロジェクトが適切に対応してきたことを裏付けるも

のと考える。 
 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 
 

 該当なし 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

 
 該当なし 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

131039

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

0

0

45,859 088,726

0

8,834

125,751

134,585

0

0

24,814

0

0

0

0

24,643

0

0

0

24,608

0

0

0 00 0

0 0

85,781 39,970 0 0 0 0

2,945 5,889

0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0

17,944 6,870 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0

0

017,818 6,790 0 0

0 0

0

0 0

0 0 0 0

0

0

0

0 0

17,303 7,340 0 0

0 0 0 0

0

0

0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0

0 0 0 0

17,068 7,980 0 0

0

0 0

0 0 0 0

0 0

0

0

0 0 0

0 0

0

0 0

0

2,945 5,889 0 0

25,048

0

0

0

8,834

26,638

0

平
成
2
7
年
度

0 0 0 0 0

研究費

平
成
2
6
年
度

設 備

装 置

設 備

0 0

0 0

装 置

研究費

研究費

装 置

施 設

設 備

総 計

総

額

研究費

設 備

研究費

平
成
2
3
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

平
成
2
5
年
度

施 設

法人番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

プロジェクト番号 S1101013

15,648 10,990

設 備

平
成
2
4
年
度

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

設 備

施 設
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131039法人番号

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

社会知性開発研究センター

心理学実験室

心理教育相談室

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ

ｈ

１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

0
2,666

学内1名
学内1名

1,333
1,333

国内・海外出張旅費 他
シンポジウム講師謝礼、テープ起こし委託 他

行事開催時雑費、動画使用料

6,795

補助主体

積　　算　　内　　訳

私学助成

補助主体

3,039

1,672 1,672
0

3,039

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

1,367

0

2,666
0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

顕微鏡用視覚刺激呈示装置他

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 1,333
1,333

0

計

計

0

6,795

実験機器6,795

1,367

6,795

時給：1,100円　年間時間数：1,243時間
実人数：1名

14,138

雑費等 79

14,138

1,269
委託・謝礼費等

郵送料等 22

国内・海外出張等
99

1,228
1,269

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

コピー、参考資料、消耗品、実験用品/動物 他

支　出　額

コピー代、実験用品等

5,889multiclamp 700B-IS 1 週20平成23 8,834マルチパッチクランプ電気生理実験装置

121㎡
1,100㎡
238㎡

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

事業経費施　設　の　名　称

計

（情報処理関係設備）

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

その他

報酬・委託料

79

行事案内、年報、封筒 他

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費
0

印刷費等
22 資料・年報送付、行事案内 他

金　　額

5,445

研究支援推進経費

5,445

光　熱　水　費

1,228

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

印刷製本費
旅費交通費

99

23

（研究設備）

整備年度

計

通信運搬費

年　　　度

1
15
14

17
17
7

準備品費 5,996 パソコン等 5,996 パソコン、実験機器 他
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131039法人番号

  平成 年度

  平成 年度

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 3,517 コピー代、実験用品等 3,517 コピー、消耗品、実験用品/動物 他

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 220 郵送料等 220 資料・年報送付、行事案内、アンケート発送・回収

印刷製本費 1,362 印刷費等 1,362 行事案内、年報、アンケート、論文抜き刷り 他

旅費交通費 1,654 国内・海外出張等 1,654 国内・海外出張旅費 他

報酬・委託料 840 委託・謝礼費等 840 シンポジウム講師謝礼、テープ起こし、英文校閲 他

準備品費 941 パソコン等 941 パソコン 他

その他 424 諸会費、雑費等 424 行事開催時雑費、学会参加費、論文掲載料 他

計 8,958 8,958

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 1,201 1,201 時給：1,100円　年間時間数：1,092時間
（兼務職員） 2,901 2,901 実人数：1名

教育研究経費支出 0 0

計 4,102 4,102

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 4,322 実験機器 4,322 眼球運動測定装置 他

図　　　　書 0 0

計 4,322 4,322

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 5,666 5,666 学内3名
ポスト・ドクター 2,000 2,000 学内1名

研究支援推進経費 0 0

計 7,666 7,666

年　　　度 24

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 3,691 コピー代、実験用品等 3,691 コピー、参考資料、消耗品、実験用品/動物 他

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 221 郵送料等 221 資料・年報送付、行事案内、アンケート発送・回収

印刷製本費 1,390 印刷費等 1,390 行事案内、年報、アンケート

旅費交通費 1,841 国内・海外出張等 1,841 国内・海外出張旅費 他

報酬・委託料 1,097 委託・謝礼費等 1,097 シンポジウム講師謝礼、テープ起こし、英文校閲 他

準備品費 669 パソコン等 669 パソコン、実験機器 他

その他 136 諸会費、雑費等 136 行事開催時雑費、学会参加費 他

計 9,045 9,045

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 1,613 1,613 時給：1,100円　年間時間数：1,467時間
（兼務職員） 2,678 2,678 実人数：1名

教育研究経費支出 0 0

計 4,291 4,291

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,307 実験機器 3,307 事象関連電位収録装置他

図　　　　書 0 0

計 3,307 3,307

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 6,000 6,000 学内3名
ポスト・ドクター 2,000 2,000 学内1名

研究支援推進経費 0 0

計 8,000 8,000
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  平成 年度

  平成 年度

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,106 コピー代、実験用品等 2,106 コピー、参考資料、消耗品、実験用品/動物 他

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 198 郵送料等 198 資料・年報送付、行事案内、アンケート発送

印刷製本費 1,316 印刷費等 1,316 行事案内、年報、アンケート 他

旅費交通費 2,908 国内・海外出張等 2,908 国内・海外出張旅費 他

報酬・委託料 1,572 委託・謝礼費等 1,572 シンポジウム講師謝礼、テープ起こし、英文校閲 他

準備品費 0 0

その他 206 諸会費、雑費等 206 行事開催時雑費、学会参加費、論文掲載料 他

計 8,306 8,306

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 2,898 2,898 時給：1,100円　年間時間数：2,635時間
（兼務職員） 3,404 3,404 実人数：1名

教育研究経費支出 0 0

計 6,302 6,302

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 8,000 8,000 学内4名
ポスト・ドクター 2,000 2,000 学内1名

研究支援推進経費 0 0

計 10,000 10,000

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,432 コピー代、実験用品等 2,432 コピー、消耗品、実験用品/動物 他

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 176 郵送料等 176 資料・年報送付、行事案内、動物輸送費 他

印刷製本費 1,068 印刷費等 1,068 行事案内、年報、封筒 他

旅費交通費 2,612 国内・海外出張等 2,612 国内・海外出張旅費 他

報酬・委託料 2,373 委託・謝礼費等 2,373 シンポジウム講師謝礼、テープ起こし、英文校閲　他

準備品費 0 パソコン等 0

その他 351 諸会費、雑費等 351 行事開催時雑費、学会参加費 他

計 9,012 9,012

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 2,310 2,310 時給：1,000～1,100円　年間時間数：2,147.5時間
（兼務職員） 3,492 3,492 実人数：1名

教育研究経費支出 0 0

計 5,802 5,802

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 6,945 6,945 学内4名（9/21以降3名）
ポスト・ドクター 3,055 3,055 学内1名（9/21以降2名）

研究支援推進経費 0 0

計 10,000 10,000
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